
編 集 後 記

　平成16年4月に発足した技術センターも4年目となり，過渡期に入りました．全学的な支援
ニーズに応えるため，技術員各々の仕事だけでなく，技術センターの運営にも変化が訪れて
います．そういった中，平成18年度報告集編集委員会で報告集第3号の編集を行ってまいり
ましたが，技術員各々が今までの仕事に加え，新たな試みを始めているということを実感し
ました．技術センターがイニシアチブを取った，学内だけでなく学外向けの講習会やイベン
トが増えてきたのも，その変化の一部だと思います．与えられた仕事をこなしていくだけで
はなく，自分達のシーズを全学的に示していく姿勢が重要となってきていると感じました．
技術センターには多分野にわたり様々なシーズを持った人間が集まっております．まだまだ
様々なことを行っていけるだけの潜在力を有していると私は思います．本報告集などもその
実施についての報告を掲載し，技術センターの潜在力を多くの方に示せるものになっていけ
ばと期待しています．
　最後に，私のような若輩者が編集委員長を務めさせていただいたにも関わらず，本報告集
の編集を無事終えることができましたのは皆様のご協力のお蔭と考えております．本報告集
の発行に際し，ご助言・ご協力をいただきました藤久保昌彦技術センター長，岩谷秀秋技術
統括，平成16・17年度報告集編集委員会委員長，同副委員長に厚くお礼申し上げます．ま
た，学術部学術推進グループ，技術センター職員の皆様，投稿者の皆様のご協力に深く感謝
いたします．
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